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 2021 年の初夏に、平居先生から「新しい作品集の書評をやってみない？」とお声がけを

頂いた。新しい詩集の書評かな？と思っていたら、届いたのは川柳の作品集だった。恥ず

かしながら私は川柳をあまり読んだことがない。なので、書評を書かせていただくほど、

しっかりと作品を読めるのだろうかと不安になった。しかし、「ダジャレ集みたいなものだ

から、この句は面白いとかつまらないとか、そんな感じで気楽に読んでみてください。」と

いうことだったので、失礼ながら半分ノリで依頼をお受けすることにした。とは言え、い

ざ書評を書くために読み始めようと思うと、やはりある程度何かを論じなければいけない

気がして、肩に力が入った。が、その余分な力は、作品を読み進めるうちにしゅるしゅる

と抜け落ちていった。 

結論から言うと、作者ご本人の言う通り、川柳とは気楽に読むべきものだと実感した。

いや、他の川柳作品をほとんど読んだことがないので、川柳というもの全てにおいてその

読み方が正しいとは言い切れない。ただ少なくとも、本作『プラスチック・ラヴ』に関し

ては、難しいことは一切考えずに、ゆるりだらりとリラックスした状態で読むのが最適だ

と思う。そんなわけでこの書評も、一問一答のようなペースで、私が個人的に気に入った

句をいくつかに絞ってピックアップし、それについて一言程度にコメントをつけさせてい

ただく形にしようと思う。 

 

この作品集は、作者が 2009 年から 1 年の間に書き溜めた 4000 近くの句から約十分の一

に絞り込まれた句が、7 期に分けて収録されている。各期の冒頭にそれぞれ散文が添えられ

ているが、そちらも句本編と合わせて読むと面白い。期毎に、いくつかの句をご紹介する。 

 

 

 

◆『第壱期 おはよう』の中から 

 

・『おはよう』より 

東京に歩いてゆける人がいい 



この作品集の最初の一句。東京が近いか遠いかは人によって違うだろうけど、何だか途

方もない事をへらへらとやってみたい、というような感じがして、絶妙なゆるめの爽快

感。 

 

・『今夜は巴里に』より 

   ごめんなさい今夜は巴里に泊まります 

「ごめんなさい」が何かを強く匂わせている。それも「今夜は巴里に泊まります」とい

うので、なんかレトロでお洒落。映画のような物語が展開されそう。 

 

・『最終講義』より 

   エッフェル塔遠くにぼんやり見えていた 

   先生の最終講義で寝てしまう 

   東京に歩いてゆける訳がない 

 この 3つの句が互いの句を引き立たせているように思う。冒頭の「東京に歩いてゆける

人がいい」からどこか夢見心地だった思考に、急に冷静なツッコミを入れられた気分。 

 

 

 

◆『第弐期 走る焼き鳥』の中から 

 

・『キラキラ』より 

   ビジュアル系としてやってきてよかったな 

 どんな良いことがあったのか、気になりますな。 

   キラキラの三日に一度は恋してる 

 可愛いけど何となくちょっとアホっぽい感じもして、でも楽しそうな一句。 

 

・『走る焼鳥』より 

   欲しいのは耳の形のイヤリング 

 耳に耳をぶら下げる感じになるな、と想像する。キモカワ…かなぁ？ダリの絵のような

不思議さ。ともすればこれは哲学なのでは？と深読みしてしまいそうになる罠だと思う。 

   店員に投げた焼き鳥走り出す 

 パワーワードならぬパワー句。なんと強烈な画！個人的にこの作品集の中で一番好きな

句。 

 

 

 



◆『第参期 気絶峡』の中から 

 

・『小猿』より 

   巴里からの電話が掛かっていますという電報 

 ここにきて再び登場する「巴里」。直接の電話ではなく「電報」というのが、また絶妙な

匂わせ加減。『今夜は巴里に』の「巴里」とは結びつけずに読んでも、含みのある魅力的

な一句だと思う。 

   ＨＰをホームパーティーと読む人がいてカワイー 

 とてもカワイー。 

 

・『女子大生通り』より 

   荒涼とした大地にて米を炊く 

 この句を単体で読んでいたら、その力強い表現に目は留まるも、そこまで惹かれなかっ

たかもしれない。それが『女子大生通り』と名づけられた句群の中にあるのでとても面

白く、より奥行きのある句になっていると思う。 

   こんなにもあなたを待っていた仔犬 

 キュンとする句なのだが、こちらも『女子大生通り』の中にあるからだろうか、どこと

なくあざとさが感じられて面白い。 

 

・『先輩』より 

   絶対に大丈夫なのか聞いてみる 

 きっと大丈夫じゃない。川柳でフラグが立つと改めてその存在感が際立つということが

わかった。 

 

・『思念』より 

   少しだけ帽子が大き過ぎて、春。 

 爽やかで素敵な句。どことなくノスタルジックな雰囲気も感じる。五七五だからこそ溢

れ出る瑞々しさだと思う。 

 

 

 

◆『第四期 プラスチック・ラヴ』の中から 

 

・『晴れ過ぎて』より 

   ヨコシマなシャツ着た爽やかな君が好き 

 言ってしまえばそれこそダジャレなのだけれど、『晴れ過ぎて』の中の一句であることや、



言葉の置き方が絶妙なので、かなり完成度の高い作品ではないかと思う。個人的には萌

えの一句。 

 

・『プラスチック・ラヴ』より 

   サイゼリアのプラスチックな夜が更ける 

 「サイゼリアのプラスチックな夜」というのがとても素敵でかつ的確。もし「サイゼリ

ア」ではなく単に「ファミレスのプラスチックな夜」だったとしたら、この句は一気に

陳腐なものになっていたはず。 

 

 

 

◆『第五期 犬』の中から 

 

・『犬』より 

   電話交換手の犬が電話を掛けてくる 

 犬が電話交換手をしているということだろうか？それとも電話交換手が飼っている犬が、

電話を掛けてくるということ？いずれにしても、犬から電話が掛かってきたらどんな感

じだろう…。想像すると楽しい。 

 

・『犬 ２』より 

   君の目は昔の犬の生き写し 

 寂しさと愛情が感じられる一句。「君」もまた犬なのであればさほど不思議な作品ではな

いが、「君」を人間として読むと、もう一段階深い所に降りた一句になる。 

 

・『百年の孤独』より 

   横腹の要らん部分を焼いて食う 

 究極のエコかつ究極のダイエットじゃないか！と思ったけれど、食べたら結局また腹に

肉がつくじゃん。「百年の孤独」を過ごすためのループ。 

 

・『お前の長さ』より 

   暇だから、お前の長さ測ってる 

 「お前の長さ」とはいったい何なのか。よく言う、他人の物差しで勝手に決めつけない

で、みたいな比喩なのかもしれないし、物理的にメジャーか何かで計測していると想像

しても面白い。 

 

 



 

◆『第六期 人間発電所』の中から 

 

・『団栗』より 

   ちょっとだけ振り返る午後夏が逝く 

 季節の変わり目、その中でも特に夏の終わりというのは何とも言い難い寂しさを感じる

もの。その感覚が見事に表現されている。「少しだけ」ではなく「ちょっとだけ」なので

ある。 

 

・『マーガリン旅券』より 

   パン食べて後から気づくパンがない！ 

 食べちゃったからね！笑 

   マーガリンたっぷり塗って旅を行く 

 何だか楽しい旅が始まりそうな高揚感。わくわくする一句。 

   トップから最下位まで全部オレ 

 いいと思います。 

 

・『イエロー』より 

   ピカチューの黄色を少し借りてくる 

 黄色という色自体が、いわゆるビタミンカラーで元気が出そうな色。それがピカチュー

の黄色なら更に元気をもらえそう。それこそ少しくらいなら「発電」できそう。 

 

・『分離式』より 

   背伸びした途端に上下が分離した 

 すごい瞬発力の一句。えっ！？と声を発する間もなく現象が完結していて、何が起きた

のかよくわからないまま、置いてきぼりにされた気分になる。 

 

 

 

◆『第七期 胸ぷるん』の中から 

 

・『胸ぷるん』より 

   来年のこと考えるならば胸ぷるん 

 とてもリズミカルで好きな一句。「胸ぷるん」を具体的に説明してと言われても、おそら

く「胸ぷるん」になるのだろう。 

 



・『蟹の背中』より 

   あたたかくなったら春になるだろう 

 春になるからあたたかくなるのではなく、あたたかくなるから春になるのか、としみじ

み思った。「春」という言葉はいろいろな意味の比喩としても使われるが、どの「春」を

当てはめて読んでみても、情緒のある素敵な一句だと思う。 

   東京に歩いて僕は戻りたい 

 この作品集の最期の句として、この一句が収録されている。「東京」に戻って来た。この

作品集の中には、この句を含め「東京」の句が幾つか存在する。この作品集において「東

京」とは何なのだろう。いろいろな考察ができるだろうが、『プラスチック・ラヴ』の根

源に関わる重要な存在であることは確かだと思う。何度も繰り返し読むうちに、「東京」

の姿が少しずつ見えてくるかもしれない。 

 

 

 

各期からピックアップする句をもっと絞り込もうと思ったのだが、思ったよりも分量が

多くなってしまった。しかし、実際の作品集にはもっともっとたくさんの句が収録されて

いる。そして、この川柳作品集『プラスチック・ラヴ』は、詩集『京都タワー日和』、句集

『皇帝ダリアを抱く午後』、歌集『星屑東京抄』と合わせて、4 冊同時刊行されるという。

何とパワフルな試みなのだろう。４冊共通巻末解説によると、作者は“自分がぶったまげ

ることをしようと思ったに過ぎない”という。きっとこの企画を聞いた誰もがぶったまげ

たに違いない。 

長く詩に向き合ってきた作者が、今、異なるジャンルの文芸作品に同時に挑むというこ

とは、どのような意味を持つのか。『プラスチック・ラヴ』の『第七期 胸ぷるん』冒頭散

文に、そのヒントとなる記述がある。 

 

“詩を埋めるとは何だろう。これまで三〇年近く詩の中に潜り込んできた。 

其のうちにサクタローの竹みたいに自分の中から奇妙なものが沢山生えて出てきた。 

それで今度はそいつを埋めてみようと考えた。” 

 

“なぜ埋めるのか？ 

もうひとつ大きくなって出てくるのか 

埋めておけば自然に土に返るのか 

見てみようとしたのかもしれない。” 

 

「詩を埋める」という感覚が、まだ詩を書き始めて年数の浅い私には、正直わからない。

ただ、自分がそれまで一筋に取り組んできたものとは別のものに力を注ぐことによって、



その一筋に取り組んできたものをより鮮明に捉えることができるかもしれない、というこ

とは理解できる。今回の取り組みで、作者は詩を埋めることができたのだうか。そして埋

まった詩は、このあとどうなっていくのだろうか。平居謙作品の一読者として、非常に楽

しみなところである。 

また、この『プラスチック・ラヴ』を通して、川柳の楽しさというものを体感する事が

できた。諸言には“僕のおそらくは最初で最後の川柳作品集を刊行する。”と書かれている

が、将来次の川柳作品集がもし出るとすれば、そちらも非常に楽しみである。 

 


